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編 集 後 記 　あけましておめでとうございます。正月と言
えばお雑煮を頂くと思うのですが、県内でも具

材は地域によって全く違うようです。私の家では角餅を出汁で煮る
だけですが、呉東ではエビや野菜なども一緒に煮ると聞いて驚きま
した。各家庭で違うお雑煮を、話のタネにいかがでしょうか。（M）
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とやまとやまとやまとやま
とやまとやまとやまとやま

きずなくんきずなくん りんりんちゃんりんりんちゃん

●新年のご挨拶　　　●台風19号被害　　　●新感覚かぶら寿し

本庄りんご園　本庄美輝さん

第 24号第 24号

（令和2年）（令和2年）
2020
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～富山のあの町・この街～

　「ふわふわドーム」をはじめ、魅力的で楽しいアスレチッ
クが並ぶ 大島中央公園 。休日にはこどもたちの楽しい声
がたくさん溢れ、散歩やスポーツを楽しむ人たちも多く利
用しています。また、公園内には屋内遊具場「遊ぼ～館」
が、公園近くには「大島絵本館」もあり、一日で様々な体験
を楽しむことができます。
住所／射水市新開発 424　電話番号／0766-51-6680
利用時間／9：00 ～17：00
　　　　　（ふわふわドームは冬季使用禁止）

●大根のまびき菜をゆでてお浸しにしたらとっても美味
しかったです。甘く感じましたよ。南砺市 H さん
(64)
●最近、娘の結婚が決まりました。お相手は料理人。
今まで我が家では特に注目もされなかった野菜も、
彼の手にかかれば見違えるような一品に！野菜作りの
励みが出来ました。富山市 Sさん (57)
●30年ほど家庭菜園をしていますが、今回初めてジャ
ガイモを盗まれました…綺麗に掘ってありました。立
山町Sさん(77)
●俳句をしています。季語には稲作に関わるものが多
いですね。高岡市Cさん (56)

いただいたハガキの一部を
紹介します。

　農
業
共
済
新
聞
は
、
全
国
各
地

の
農
業
に
関
す
る
情
報
・
イ
ベ
ン

ト
や
最
新
の
農
政
ニ
ュ
ー
ス
、
農

業
共
済
制
度
や
収
入
保
険
制
度
の

最
新
情
報
等
を
お
届
け
し
ま
す
。

　ま
た
、最
終
面
の『
北
陸
版
』『
と

や
ま
版
』
で
は
、
富
山
県
や
北
陸

の
農
家
さ
ん
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　年
間
購
読
料
、
購
読
方
法
な
ど

詳
し
い
内
容
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
や

ま
本
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
の

購
読
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

最終面の北陸版 /とやま版には
地域情報が充実

月４回・水曜日発行
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
組
合
員
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
記
録
的
な
災
害
が
相
次
い
で
発
生

し
ま
し
た
。
強
い
勢
力
の
台
風
が
頻
繁
に
接

近
・
上
陸
し
九
州
や
関
東
・
信
越
地
方
で
は

河
川
の
氾
濫
や
長
期
停
電
な
ど
市
民
生
活
は

も
ち
ろ
ん
、
農
業
に
も
大
き
な
爪
痕
を
残
す

災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
農
業
に
お
い
て
は
、
自
然
災
害
に
対

抗
で
き
る
手
段
が
乏
し
く
、「
日
頃
か
ら
の
備

え
」
と
し
て
、農
業
共
済
や
収
入
保
険
が
「
大

き
な
支
え
」
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

た
一
年
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
台
風
十
九
号
に
よ
る
暴
風
で
一

部
り
ん
ご
に
お
い
て
、
落
果
、
傷
果
等
が
発

生
し
た
ほ
か
、
大
豆
で
は
収
穫
期
の
天
候
不

順
に
よ
り
腐
敗
粒
な
ど
が
発
生
し
、
収
量
・

品
質
と
も
に
低
下
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
は
総
じ
て
少
な

い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
で
は
、

電
気
柵
等
に
よ
る
損
害
防
止
対
策
へ
の
支
援

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
拡
大
傾
向
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
水
稲
で
は
自
然
災
害
や
病
害
虫
に

よ
る
被
害
は
少
な
く
、
作
況
指
数
は
一
〇
二

の
「
や
や
良
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
等
米

比
率
は
出
穂
後
に
高
温
が
続
い
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
目
標
で
あ
る
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
届

か
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
は
収
入
保
険
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
農
作
物
共
済
で
は
、
米
・

麦
の
当
然
加
入
制
が
任
意
加
入
制
に
移
行
す

る
な
ど
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
本
組
合

と
し
て
も
、
収
入
保
険
と
農
業
共
済
の
両
制

度
の
積
極
的
な
推
進
に
よ
り
、
無
保
険
者
を

出
さ
ず
、
全
て
の
農
業
者
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
提
供
を
目
指
し
、
役
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
収
入
保
険
制
度
の
二
年
目
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
農
家
・
組
合
員
の

皆
様
に
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
農
業
経
営
の
安
定
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
関
係
団
体
へ
協
力
要
請
を
は
じ
め
、

職
員
が
直
接
農
家
を
訪
問
し
制
度
内
容
を
説

明
す
る
な
ど
の
地
道
な
取
り
組
み
を
、
組
織

を
挙
げ
て
行
う
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
本
年
が
災
害
の

な
い
豊
穣
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

組
合
長
理
事
　
森
　
　
雅
志

専
務
理
事
　
　
武
田
　
頴
樹

常
務
理
事
　
　
藤
井
　
　
敏

理
事
　
　
　
　
溝
口
　
哲
榮

理
事
　
　
　
　
中
陳
　
健
司

理
事
　
　
　
　
松
原
二
美
榮

理
事
　
　
　
　
堀
一
　
耕
二

理
事
　
　
　
　
石
田
　
政
義

理
事
　
　
　
　
平
井
　
敏
廣

理
事
　
　
　
　
酒
井
　
清
一

理
事
　
　
　
　
山
峯
　
武
志

理
事
　
　
　
　
永
瀬
　
秀
幸

理
事
　
　
　
　
田
中
　
善
憲

理
事
　
　
　
　
大
井
　
正
樹

理
事
　
　
　
　
宮
﨑
　
勝
靖

理
事
　
　
　
　
猶
明
　
孝
信

理
事
　
　
　
　
石
田
　
義
弘

理
事
　
　
　
　
髙
橋
　
　
彰

理
事
　
　
　
　
吉
田
　
孝
夫

理
事
　
　
　
　
横
山
　
直
一

理
事
　
　
　
　
中
山
　
繁
實

理
事
　
　
　
　
松
本
　
篤
治

代
表
監
事
　
　
藏
島
　
大
造

監
事
　
　
　
　
森
﨑
　
嘉
弘

監
事
　
　
　
　
山
﨑
　
信
幸

　職
員
一
同

富
山
県
農
業
共
済
組
合

組
合
長
理
事
　
森
　
　
雅
志

平
成
三
十
年

年
頭
の
ご
挨
拶

令
和
二
年

年
頭
の
ご
挨
拶

謹
賀
新
年

　
２
０
１
９
年
10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か

け
て
本
州
に
上
陸
し
た
台
風
19
号
は
、
関

東
、
甲
信
越
、
東
北
で
猛
威
を
ふ
る
い
、

暴
風
に
よ
る
被
害
の
ほ
か
、
今
回
は
各
地

で
河
川
が
氾
濫
・
越
水
し
、
広
範
囲
で
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
を
！

　
「
避
難
勧
告
が
出
た
と
き
、
ど
こ
に
避
難

し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
」「
川
か
ら
離
れ
て

い
る
か
ら
、
浸
水
被
害
は
な
い
は
ず
」
─

─
河
川
増
水
の
被
害
を
考
え
る
時
に
必
ず

確
認
し
た
い
の
は
、
各
市
町
村
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
被
害
予
測
地
図
）
で
す
。
洪
水
、

地
震
を
は
じ

め
、
市
町
村

に
よ
っ
て
は

土
砂
災
害
、

津
波
な
ど
の

種
類
が
あ
り

ま
す
。

　

災
害
の
規

模
予
測
・
避

難
所
の
場
所

が
記
載
さ
れ
、

洪
水
の
場
合
は
ど
れ
く
ら
い
の
浸
水
被
害

が
出
る
の
か
、
色
分
け
し
て
示
し
て
あ
り

ま
す
。（
左
図
富
山
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
参
照
）

　

地
形
に
よ
っ
て
は
大
き
な
川
か
ら
離
れ

た
場
所
に
ま
で
浸
水
が
広
が
る
こ
と
に
気

づ
い
た
り
、
自
宅
近
く
の
避
難
所
が
洪
水

時
に
は
使
え
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
り
と
、

事
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
情
報
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

避
難
所
の
情
報
な
ど
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
関
連
地
図
は
調
査
結
果
を
も
と
に
更

新
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
に
１
度

は
確
認
し
た
い
で
す
ね
。

自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
に
は
「
火
災

共
済
」
と
「
総
合
共
済
」
の
二
つ
が
あ
り

ま
す
。

　

台
風
に
よ
る
強
風
の
被
害
（
風
で
飛
ば

さ
れ
て
き
た
物
体
に
よ
る
被
害
を
含
み
ま

す
）
や
、
洪
水
の
浸
水
被
害
な
ど
、
自
然

災
害
で
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
る
の
は
、

総
合
共
済
で
す
。
火
災
共
済
の
み
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
補
償
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
共
済
の

種
類
は
、
お
手
元
に
届
い
て
い
る
建
物
共

済
証
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

建
物
共
済
の
加
入
内
容
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

災
害
予
測
と
自
分
の
備
え

▲富山市の洪水ハザードマップ（2019 年11月現在）
地区別の地図もあります。中山間地の方は土砂災害
ハザードマップの確認を。

　建物共済証券の共済種類欄に記
載されている「火災共済」や「総合共
済」が、加入している共済の種類です。
この例の住宅は、火災共済と総合共
済どちらも加入しています。

プラス

とやまとやまとやまとやま

支払い対象となる災害
火災共済で支払い対象となる災害

など

台風被害などの

自然災害自然災害自然災害自然災害

総合共済総合共済総合共済総合共済

火災 落雷

台風等の風水害 雪害

土砂崩れ・地すべり
地震・噴火・津波
（契約額の50％限度）
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緊
急
の
資
金
調
達
に
つ
な
ぎ
融
資
を

園
芸
施
設
の
被
害
に
備
え
る

　

台
風
19
号
の
豪
雨
に
よ
り
、
長
野

県
で
は
10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け

て
千
曲
川
並
び
に
千
曲
川
支
流
の
河

川
が
氾
濫
。
広
範
囲
で
冠
水
・
土
砂

流
入
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

堤
防
が
決
壊
し
た
長
野
市
で
は
４

㍍
以
上
浸
水
し
た
箇
所
も
あ
り
、
復

旧
が
困
難
な
圃
場
や
樹
園
地
が
多
数

存
在
し
、
甚
大
な
被
害
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
写
真
提
供
＝
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
）

　

収
穫
期
に
大
規
模
災
害
が
重
な
る
と
、

収
穫
で
き
な
く
な
り
収
入
が
減
少
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
う
え
圃
場
や
園
地
の
復

旧
に
必
要
な
費
用
や
当
面
の
運
転
資
金
等

の
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

　
収
入
保
険
の
補
て
ん
金
の
支
払
い
は
保

険
期
間
の
終
了
後
に
な
り
ま
す
が
、
保
険

期
間
中
で
も
、
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な

ど
で
補
て
ん
金
の
受
け
取
り
が
見
込
ま
れ

る
場
合
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
か
ら
無
利

子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

収
入
保
険
の
つ
な
ぎ
融
資

　
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
で
補
て
ん

の
受
け
取
り
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
そ
の

額
の
８
割
を
限
度
に
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
融
資
で
す
。
つ
な
ぎ
融
資
と
し
て
受

け
取
っ
た
額
は
、
保
険
期
間
終
了
後
に
受

け
取
る
補
て
ん
金
と
相
殺
し
て
返
還
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

基
準
収
入
１
０
０
０
万
円
の
加
入
者

が
、
保
険
期
間
中
に
農
産
物
の
販
売
収
入

が
５
０
０
万
円
ま
で
減
少
す
る
と
見
込
ま

れ
る
と
き
、
２
８
０
万
円
程
度
を
限
度
に

つ
な
ぎ
融
資
を
受

け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
左
図

参
照
）

　

つ
な
ぎ
融
資

を
２
８
０
万
円

受
け
取
っ
た
場

合
、
保
険
期
間
終

了
後
に
受
け
取

る
補
て
ん
金
は
、

２
８
０
万
円
分
差

し
引
い
た
金
額
に

な
り
ま
す
。

共
済
金
支
払
◆
12
月
２
日

　
令
和
元
年
産
農
作
物
共
済
（
水
稲
一
筆

方
式・麦
災
害
収
入
方
式
）の
被
害
に
対
し
、

以
下
の
通
り
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た
。

助
成
金
支
払
◆
11
月
29
日

　損害防止対策事業交付金を農業収入に計上
される際は、「雑収入」としてお取扱いください。

　
今
回
の
台
風
で
は
、
土
砂
流
入
や
強

風
に
よ
る
ハ
ウ
ス
本
体
の
倒
壊
、
破
損

だ
け
で
は
な
く
、
内
部
へ
の
浸
水
に
よ

り
内
作
物
が
冠
水
す
る
被
害
を
受
け
た

地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

収
入
保
険
制
度
と
セ
ッ
ト
加
入
が

お
す
す
め

　
平
成
31
年
１
月
よ
り
開
始
と
な
っ
た

収
入
保
険
制
度
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
園

芸
施
設
共
済
で
は
加
入
で
き
な
か
っ
た

施
設
内
農
作
物
の
品
目
を
補
償
対
象
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
で
は
生
育
段
階
や
収

穫
段
階
等
に
よ
り
被
害
額
が
変
化
す
る

た
め
、
被
害
を
受
け
て
も
共
済
金
の
支

払
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
高
価
な
品
目
を
施
設
内
で
栽
培
し

て
い
て
も
、
農
産
物
の
補
償
額
は
ハ
ウ

ス
の
再
建
築
価
額
に
比
例
す
る
の
で
、

施
設
内
農
作
物
の
補
償
額
が
十
分
に
確

保
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
で
は
農
産
物
の
販
売
収
入

が
減
少
し
た
場
合
に
補
償
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
で
ハ
ウ
ス
本
体
の
被

害
に
備
え
、
収
入
保
険
加
入
で
施
設
内

農
作
物
の
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

※
収
入
保
険
ご
加
入
の
場
合
、
施
設
内
農
作

　
物
の
補
償
オ
プ
シ
ョ
ン
は
追
加
不
要
で
す
。

共済目的 戸数 支払金額

水稲 14,179 戸 63,063,698 円

大豆 551戸 19,220,951 円

果樹 320戸 3,242,476 円共済目的 戸数 支払金額

水稲 10戸 539,000 円

大豆 17戸 948,800 円

件数 支払金額

151件 7,568,000 円

収
入
保
険
制
度

園
芸
施
設
共
済

  

共
済
金
・
助
成
金
を
支
払
い
ま
し
た 

園芸施設共済

収入保険制度（1）附帯施設
・暖房施設 ・灌水施設など

基本加入…ハウス本体
・ガラス室 ・プラスチックハウス（パイプ
ハウス） ・雨除けハウス など

施設内農作物
　トマト、きゅうり、ホウレンソウのほか
にも、ハウス内のあらゆる農作物が「収

入保険」で補償対象となります。

（3）復旧費用
　ハウスの設置期間が１０年未
満まで、再建築価額までの補て
んが可能になります。（国庫負担
なし）

（2）撤去費用
　共済事故により倒壊したハウ
スの廃材や解体などの費用を一
部補てんします。

冠
水
し
た
園
地
。
落
下
し
た
リ
ン
ゴ
の

実
が
水
面
に
浮
か
ぶ
。（
長
野
市
豊
野
・

10
月
17
日
）

土砂流入で倒壊したハウス
（長野市松代町・10月21日）

【受取例】
基準収入が 1000 万円で、保険期間中に収入が
500 万円減少する見込みが発生した場合

【
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

戸数 支払共済金

392戸 54,508,788円

戸数 支払共済金

175戸 54,473,271円

水稲

麦

損害防止対策事業交付金

再播種助成金

鳥獣害防止対策支援助成金

つなぎ融資限度
８割

収入見込
500万円

補てん金見込み額
400万円×0.9（支払率）
＝360万円

つなぎ融資限度額
上記金額の８割程度

補償限度
  保険方式 80％
  積立方式 10％

支払率 90％
で加入している例

補償割合 90％

支払率 90％

収入
500万円
減少見込

{

台風19号で農業関連被害591億円の長野県
支払共済金9億9千万円見込（11月26日現在）

千
曲
川
氾
濫
の
長
野
県

　令和2年4月30日をもって今期総代の任
期が満了となりますので、総代選挙が行わ
れます。
◆選挙の公告　令和 2年 4月中旬
◆選挙日　　　令和 2年 4月下旬
◆総代定数　　278 名
◆任期　　　　3年間
　　　　　　　　(令和2年5月1日～令和5年4月30日)

総代選挙のお知らせ

セット加入で
まとめて安心！

追加
オプション
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魚
津
市
加
積
地
区
に
あ
る
本

庄
り
ん
ご
園
の
本
庄
美
輝
さ
ん

（
67
）
は
約
１・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

園
地
で
多
く
の
品
種
の
り
ん
ご
や

様
々
な
果
樹
を
栽
培
、
販
売
し
て

い
る
。

　
「
り
ん
ご
栽
培
を
始
め
て
30
年

以
上
に
な
る
が
、
ど
う
や
っ
た
ら

お
い
し
い
り
ん
ご
が
で
き
る
か

日
々
考
え
て
い
る
」
と
い
う
本
庄

さ
ん
。「
同
じ
樹
で
も
枝
に
よ
っ

て
色
の
付
き
具
合
に
バ
ラ
つ
き
が

あ
っ
た
り
す
る
の
で
剪
定
等
の
方

法
を
考
え
て
み
る
」
な
ど
、
常
に

り
ん
ご
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

　
「
加
積
り
ん
ご
組
合
」
の
組
合

長
の
と
き
に
様
々
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
中
で
も
一
番
の
思

い
出
が
、「
組
合
員
全
員
が
「
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
と
、
り
ん
ご
で
は
全
国
２
件

目
と
な
る「
地
域
団
体
商
標
登
録
」

（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
）
に
認
定
を
受

け
た
こ
と
」
と
話
す
。

　
り
ん
ご
害
虫
の
発
生
を
抑
え
る

交
信
か
く
乱
剤
を
導
入
し
て
殺
虫

剤
の
散
布
回
数
を
減
ら
し
て
い
る

ほ
か
、
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
有
機

物
を
中
心
と
し
た
土
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。
今
後
も
変
わ
ら
ず
に

取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
だ
。

　
「
り
ん
ご
栽
培
は
苦
労
も
多
い

が
、
お
客
さ
ん
に
お
い
し
い
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
り
ん
ご

を
今
後
も
作
っ
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

本庄りんご園
本庄美輝さん

きずなくん
クロスワードクイズ
きずなくん
クロスワードクイズ

たて　
1. マラソンなどでUターンする場所。〇〇〇〇〇地点。
2. 今シーズンは11月20日に宣言が出された、冬の氷見漁港名物。
3．ゴジラ映画に登場する、蛾をモチーフにした怪獣。歌もありますね。
5. サツマイモを蒸して乾燥させた食品。寒気にあてて甘みを増したものも。
7. ある分野の絵や写真を並べ、解説文を付けた書籍。
よこ
1. 出前の配達に使われる箱。かつては農作業用だったとも。
4. シャンプーを流したあとはこれを髪につかいます
6. 富山のお正月に欠かせない料理です。珍しいものを5ページで紹介しました。
8. 服の首元についた部分。〇〇を正す。
9.  ホタテ、カキ、サザエ、アサリ
10.つぶした豆腐に人参、ゴボウ、レンコンなどを混ぜて油で揚げた料理。

※プレゼントの発送をもって、当選者の発表にかえさせていただきます。　※いただいたご意見・ご感想を匿名にて紙面に掲載させていただく場合があります。
※お送りいただいたハガキの内容は、プレゼントの発送と紙面づくり以外の目的には使用いたしません。

応募締切：2月5日（水）消印有効

1

4

8

5

6

10

9

7

2 3

A B

C E

D
郵便ハガキに、①Ａ～Eを順に並べたクイ
ズの答え②郵便番号③住所④氏名（ふ
りがな）⑤年齢⑥電話番号⑦広報紙への
ご意見・ご感想⑧身近な情報をご記入
のうえ、ご応募ください。
◎宛先：〒939-8177　
　富山市安養寺340 番地1
　NOSAIとやま　
　きずなくんクロスワードクイズ係
前回の答え…「ドウワ（童話）」
応募総数201通　正解者199名でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

　5 ページで紹介した株式会社ヨネダの
洋風かぶら寿しをプレゼントします。「彩
り豊かで葉野菜との相性も良く、パー
ティー等で大皿にピンチョス風にしたり、
和の器に先付け風に盛り付けたりしてもお
しゃれです」と米田さん。新感覚の糀漬
けで、昔からのかぶら寿し好きから若い
人まで様々な方におすすめです。
▼（株）ヨネダのオンラインショップで購
入できます。
（https://www.kabu-yoneda.jp/）

今回のプレゼント

南砺市　（株）ヨネダの
『洋風かぶら寿し「ミルフィーユ」』

2個セットを２名様に

〈第11回〉真摯にりんごと向き合う

 

洋
風
か
ぶ
ら
寿
し　「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
」

　

ヨ
ネ
ダ
で
造
ら
れ
る
「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
」

は
、
西
洋
野
菜
の
コ
ー
ル
ラ
ビ
と
キ
ン
グ

サ
ー
モ
ン
を
材
料
に
し
て
い
ま
す
。
薄
切
り

に
し
て
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
状
に
重
ね
、
あ
っ
さ

り
と
し
た
糀
に
漬
け
込
ん
だ
ユ
ズ
風
味
の
糀

漬
け
で
す
。

 「
コ
ー
ル
ラ
ビ
」
っ
て
？

　
「
コ
ー
ル
」
が
キ
ャ
ベ
ツ
、「
ラ

ビ
」
が
カ
ブ
と
い
う
意
味
を
持

つ
西
洋
野
菜
。地
中
海
原
産
で
、

カ
ブ
の
よ
う
な
見
た
目
を
し
て

い
ま
す
。
成
長
し
す
ぎ
る
と
実

が
固
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
収
穫

時
期
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
で
使
う
コ
ー
ル
ラ

ビ
は
、
南
砺
市
の
契
約
農
家
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

 

洋
風
か
ぶ
ら
寿
し
が
生
ま
れ
る
ま
で

　
「
季
節
を
問
わ
ず
か
ぶ
ら
寿
し
が
食
べ
ら

れ
た
ら
…
」
と
い
う
声
を
う
け
、
２
０
０
７

年
頃
か
ら
構
想
が
練
ら
れ
ま
し
た
。「
糀
漬

け
に
ふ
さ
わ
し
い
味
覚
と
、
漬
け
た
あ
と
の

見
た
目
で
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
試
し
ま
し

た
」
と
同
社
代
表
取
締
役
の

米
田
数
彦
さ
ん
。

　

コ
ー
ル
ラ
ビ
は
そ
の
中
で

偶
然
出
会
っ
た
野
菜
。
種
で

さ
え
流
通
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
県
に
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
農
家
か
ら
栽
培
方
法
を
学

び
、材
料
に
で
き
る
ま
で
数
年
か
か
り
ま
し
た
。

　

材
料
が
確
保
で
き
る
頃
、
漬
け
タ
レ
や
漬

け
込
み
野
菜
な
ど
も
試
行
錯
誤
。
当
初
「
夏

か
ぶ
ら
寿
し
」
と
し
た
テ
ー
マ
を
、
西
洋
野

菜
を
材
料
に
し
た
こ
と
で
「
洋
風
か
ぶ
ら
寿

し
」
に
。
ま
た
、
夏
に
か
か
わ
ら
ず
「
春
夏

秋
冬
い
つ
で
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
糀
漬

け
」
を
目
指
し
、
冷
凍
で
き
る
野
菜
を
使
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
４
年
に
、「
ミ
ル
フ
ィ
ー

ユ
」
が
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。

 

か
ぶ
ら
寿
し
へ
の
ヨ
ネ
ダ
の
想
い

　

当
店
で
は
、
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
料

理
に
磨
き
を
か
け
て
、
富
山
の
美
食
と
し
て

発
信
し
て
い
ま
す
。
自
然
の
力
を
信
じ
て
素

材
を
重
視
し
、
極
力
添
加
物
を
加
え
て
い
ま

せ
ん
。

　
「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
」
は
ど
ん
な
シ
ー
ン
で

も
、
ど
な
た
に
で
も
お
召
上
が
り
頂
き
た
い

商
品
で
す
。
既
存
の
か
ぶ
ら
寿
し
フ
ァ
ン
に

向
け
て
発
信
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
が
、
蓋

を
開
け
て
み
れ
ば
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
層
に

も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
と

え
ば
、
か
ぶ
ら
寿
し
が
苦
手
な
方
で
も
ミ
ル

フ
ィ
ー
ユ
は
Ｏ
Ｋ
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

白
か
ぶ
を
美
味
し
く
食
べ
る
「
福
丸
」、

魚
の
種
類
を
楽
し
む
「
こ
き
り
こ
」、
ぶ
り

を
堪
能
す
る
「
米
彦
」、糀
を
吟
味
し
た
「
米

甘
」
な
ど
、
お
客
様
の
声
に
耳
を
傾
け
た
結

果
、
多
く
の
種
類
の
か
ぶ
ら
寿
し
が
で
き
ま

し
た
。
一
期
一
会
の
出
会
い
が
そ
こ
に
あ
り

ま
す
。

　

発
酵
食
品
は
奥
が
深
く
、
素
材
同
士
が
醸

し
あ
い
、
お
手
元
に
届
い
て
か
ら
も
熟
成
は

続
き
ま
す
。
短
い
季
節
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
分
好
み
を
見
つ
け
て
下
さ
る
と
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
以
外
の
か
ぶ
ら
寿
し
は
、

11
月
中
旬
～
３
月
上
旬
ご
ろ
の
販
売
で
す

（
商
品
に
よ
り
時
期
が
異
な
り
ま
す
）。
伝
統

の
か
ぶ
ら
寿
し
と
新
感
覚
の
か
ぶ
ら
寿
し
の

食
べ
比
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

株式会社ヨネダ
◆南砺市荒木 887-1
◆オンラインショップ
　https://www.kabu-yoneda.jp/
オンラインショップのほか、電話や
ＦＡＸなどでも注文可能。

　

富
山
県
の
お
正
月
に
並
ぶ
料
理
の
ひ
と
つ
、
か
ぶ
ら
寿
し
。
旬
の
素
材

を
冬
の
気
候
を
利
用
し
て
発
酵
さ
せ
た
、
お
な
じ
み
の
伝
統
料
理
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
南
砺
市
荒
木
の
株
式
会
社
ヨ
ネ
ダ
の
洋
風
か
ぶ
ら
寿
し
「
ミ

ル
フ
ィ
ー
ユ
」は
、季
節
を
問
わ
ず
食
べ
ら
れ
る
新
感
覚
の
発
酵
食
品
で
す
。

西
洋
野
菜
を
使
っ
た

洋
風
か
ぶ
ら
寿
し

ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ

1年中
食べられる

（
写
真
提
供=

株
式
会
社
ヨ
ネ
ダ
）
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高岡地域農業共済センター　　〒933－0838　高岡市北島 325-2　　　　 TEL：（0766）28－0200
砺波地域農業共済センター　　〒939－1364　砺波市豊町 2-11-14　　　 TEL：（0763）32－2277
家畜診療所　　　　　　　　　〒939－8177　富山市安養寺 340-1　　　 TEL：（076）429－7879

編 集 後 記 　あけましておめでとうございます。正月と言
えばお雑煮を頂くと思うのですが、県内でも具

材は地域によって全く違うようです。私の家では角餅を出汁で煮る
だけですが、呉東ではエビや野菜なども一緒に煮ると聞いて驚きま
した。各家庭で違うお雑煮を、話のタネにいかがでしょうか。（M）

第 24号第 24号

（令和2年）（令和2年）
2020
1月
2020
1月

とやまとやまとやまとやま
とやまとやまとやまとやま

きずなくんきずなくん りんりんちゃんりんりんちゃん

●新年のご挨拶　　　●台風19号被害　　　●新感覚かぶら寿し

本庄りんご園　本庄美輝さん

第 24号第 24号

（令和2年）（令和2年）
2020
1月
2020
1月

～富山のあの町・この街～

　「ふわふわドーム」をはじめ、魅力的で楽しいアスレチッ
クが並ぶ 大島中央公園 。休日にはこどもたちの楽しい声
がたくさん溢れ、散歩やスポーツを楽しむ人たちも多く利
用しています。また、公園内には屋内遊具場「遊ぼ～館」
が、公園近くには「大島絵本館」もあり、一日で様々な体験
を楽しむことができます。
住所／射水市新開発 424　電話番号／0766-51-6680
利用時間／9：00 ～17：00
　　　　　（ふわふわドームは冬季使用禁止）

●大根のまびき菜をゆでてお浸しにしたらとっても美味
しかったです。甘く感じましたよ。南砺市 H さん
(64)
●最近、娘の結婚が決まりました。お相手は料理人。
今まで我が家では特に注目もされなかった野菜も、
彼の手にかかれば見違えるような一品に！野菜作りの
励みが出来ました。富山市 Sさん (57)
●30年ほど家庭菜園をしていますが、今回初めてジャ
ガイモを盗まれました…綺麗に掘ってありました。立
山町Sさん(77)
●俳句をしています。季語には稲作に関わるものが多
いですね。高岡市Cさん (56)

いただいたハガキの一部を
紹介します。

　農
業
共
済
新
聞
は
、
全
国
各
地

の
農
業
に
関
す
る
情
報
・
イ
ベ
ン

ト
や
最
新
の
農
政
ニ
ュ
ー
ス
、
農

業
共
済
制
度
や
収
入
保
険
制
度
の

最
新
情
報
等
を
お
届
け
し
ま
す
。

　ま
た
、最
終
面
の『
北
陸
版
』『
と

や
ま
版
』
で
は
、
富
山
県
や
北
陸

の
農
家
さ
ん
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　年
間
購
読
料
、
購
読
方
法
な
ど

詳
し
い
内
容
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
や

ま
本
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
の

購
読
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

最終面の北陸版 /とやま版には
地域情報が充実

月４回・水曜日発行
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10
月
ご
ろ
、
富
山
県
農
業
共
済
組

合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
や
ま
）
の
職
員

を
名
乗
る
二
人
組
の
男
性
が
組
合
員

を
訪
問
し
、
建
物
共
済
の
案
内
と
称

し
て
押
印
を
求
め
る
事
案
が
発
生
し

ま
し
た
。
控
え
が
無
く
、
何
の
書
類

に
押
印
し
た
か
不
明
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
や
ま
で
は
、
建
物

共
済
を
ご
案
内
す
る
際
、
２
枚
つ
づ

り
の
加
入
申
込
書
か
ら
控
え
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。
加
入
申
込
書
は
青

色
で
、
継
続
加
入
の
場
合
は
現
在
加

入
し
て
い
る
内
容
を
印
刷
し
た
状
態

で
お
渡
し
し
ま
す
。
内
容
を
必
ず
ご

確
認
の
上
、
証
券
が
届
く
ま
で
お
手

元
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い 

見
　
本


